心と人格
ソロモンが繰り返し述べる最も重要なテーマの一つは、神が外面的な行動よりも深く見ておられるということです。人は本来、行動や外見、成し遂げたことによって判断します。しかし神は、それらが生じる心を調べられます。
箴言全体を通して、知恵は単に正しい行動としてではなく、敬虔な人格の形成として提示されています。知恵ある生き方は、知恵ある心から生まれます。
心は源です
ソロモンは、心が人生の司令塔であると繰り返し教えています。思考、願望、動機、態度は、やがて言葉、選択、習慣となります。心を変えずに行動を変えても、決して永続する知恵は生み出されません。
評判よりも人格
評判とは、他の人々が私たちについて考えることです。人格とは、神の御前で私たちがどのような者であるかです。箴言は一貫して、外面的な印象よりも誠実さを重んじています。正直な動機、謙遜、教えを受け入れる姿勢、そして誠実さは、公の評価よりも重要です。なぜなら、神は心を量られるからです。
生涯にわたる成長
知恵は一つの決断によって得られるのではなく、日々の何千もの選択を通して得られます。正直な行いの一つ一つが誠実さを強めます。謙遜な行いの一つ一つが高慢を弱めます。ソロモンは、私たちが自分の選択が生み出すような人へと絶えずなっていることを思い起こさせます。
ソロモンの一文の教訓
神は、あなたが何を成し遂げるかを気にかける前に、あなたがどのような人であるかを形づくっておられます。
なぜこれが重要なのか
現代文化は、成功、影響力、そして外見を称賛します。ソロモンは、はるかに永続するもの、すなわち心の状態へと私たちを導きます。私たちの人格がますます神に似たものとなるにつれて、知恵ある行動は内側から自然に流れ出るようになります。
